




































































モデル(theapplied science model)J 省察モデル(thereflective model)Jに分類
している。また，Diaz Maggioli (2012)は，教師教育の伝統を「見て学ぶ(Look
and learn)J 読んで学ぶ(Readand learn)J 考えて学ぶ(Thinkand learn)J 参
加して学ぶ(Participateand learn)Jに分類している。さらに， Richards & Farrell 
(2005)は教師教育にみられる教師の学びを「技能学習としての教師の学び
(teacher learning as skil learning) J 認知過程としての教師の学び(teacher
learning as a cognitive process)J r個人構成としての教師の学び(teacherlearning 
as personal construction)J 反省的実践としての教師の学び(teacherlearning as 
reflective practice) Jの 4つに概念化 している (c.f.Kumaravadivelu (2003): r受
動的な技術者としての教師(Teachersas passive technicians)J 反省的実践家と
しての教師(Teachersas reflective practitioners)J 変革をもた らす知識人とし




よ手土 技能的学び 応用科学的学び 省察的学び 社会文化的学び
Diaz Maggioli 
見て学ぶ 読んで学ぶ 考えて学ぶ 参加して学ぶ
(2012) 




Kurnaravadivelu I~ 受動的(2003) としての教師 としての教師 識人としての教
*括弧内の項 目は本表の枠組みに位置づけが難しいものである。
特に，Diaz Maggioli (2012)による分類が最も詳細に教師の学びの特質を捉































者 3つの学びを総合的に取り込む学びである 。 ここで学びは実践共同体
(communities of practice: Lave and Wenger， (991)としての学校組織や教師集団

























































佐藤(1998)は，理論と 実践の関係を 3つに分類している。 lつめは Theoryinto 
practiceであり，これは「教育実践を科学的な原理や技術の適用として認識す
る立場j のことをいう 。 この立場は，我々がよく「理論を実践する j という






う意味で同じ前提を共有している。それに対して，3つめの Theoryin practice 
は 「教育実践を創造する教師と子どもの活動において内在的に機能している
理論を研究対象とする立場」である O 教師の教育実践は，教師個々人の授業











It is critical that we shift the focus of discussions of teaching from behavior 
and activity to the thinking and reasoning which organize and motivate these 
external practices. (Freeman & Richards， 1993， p.213) 
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また 実践の 中の理論」に近似する用語として 「信念 (belieη」をはじめ，
さまざまな用語が使用 されている(例 belief(Johnson， 1994) images (Johnston， 
1992) maxims (Richards， 1998)， BAK (Woods， 1996)， etc.) 0 Richards (1998)で




Teachers' belief systems are stable sources of reference， are built up gradually 
over time， and relate to such dimensions of teaching as the teachers' theory of 
language， the nature of language teaching， the role of the teacher， effective 
teaching practices， and teacher-student relations. (Richards， 1998， pp.5ト52)










影響を及ぼす教師の信念 ・信条，知識 ・見識，思考様式」 といった概念であ
り，これまでは広く teachercognition (教師認知)に関する研究において扱わ
れてきた。この研究領域には，第二言語教師に特化した研究の実績があり (e.g.











































めに Freeman& Richards (1993)の考えを援用する。Freeman& Richardsは
Zahor北(1986)の教授法概念、の枠組みを用いて，第 2言語教育における教授法
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(instruction)の概念 (conception)を科学的概念 (Scientifically Based 












を 「理論的知識j，後者を 「経験的見識」 と呼ぶ。
以上の 2つの視点を組み合わせると，図 lのような 4つの象限から構成さ

















































































































1.本稿は四国英語教育学会第 18回香川|研究大会(平成 17年 6月，香川大学)
における自由研究会発表(題目 ・英語教員の英語教育観の育成について)
の内容に加筆 ・修正を加 えたものである。
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